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• Oy8ti ce?・cus Jasci仇仙の異常型8例仁就て
On伽 eecas倒 ofabnormalities found in the rat ces旬de,

CysUcer~us Jas<,{ol仰向・（Wiぬ English均 u凶， P・ 7 ), 

山下次郎

Jiro Yamashi祖

北海道大事農畢部動物畢敬室

蝶虫類の中でも篠虫は異常型の多いものとされているo 保虫の異常型にワいで最初の鷲見がたされたのは02:

tC. 2世記以前の乙とである。爾来 130余編の報告がなされているが，我闘に於ける報告は従来吉田， 岩田lk.び

古賀等による僚虫の成虫に就ての報告があと7の与で，幼虫に就ての異常型は金〈公表されていない。以上の如

〈諸タド固に於て多数殻見された僚虫の異常型もその殆んEが成虫に就てであれ 幼虫に就ての異常型は極めて

少い。成虫に於ける異常型としては異常片節即ち外親異常警墨したもの及び内部構造く味に生殖系に多い〉白

異常，又額鴫の鈎の配列及び鈎の形態即ち退化型の出現等或ひは股盤の裁に於ける異常， 額鳴の教に於ける異

常， melanin 頼粒の異常分布等， かなり康範閣に亘って見られている。又幼虫に就ては Cysticercus 

cellulosae に於ける額噴の鈎の酉E列呉常が Delore, Cobbold及び Weinlandによっで報告されている。

又 C.cellulosae, ・c. bovis, C. fasciolaris, C. pisiformis, C. tenuicollis, Coenurus 

- cerebral is及び C. serialisに於て6仰の眼盤を有した異常型が護見されている。 Leiper(1913）は6例

の吸盤を有し而も 2個の額噴を有ずる C. pisiformis を報じ， Raillietは3側乃至10制の吸盤を有した

C. serial is数例に就て記載した。 Rudolphi はl備の尾胞より 2例の strobila を獲した所謂双頭型を記

載している．叉 Dollfus(193めは C. fasciolar i日の6楽に分岐した呉常形l例を報告した。

今回著者は杭幌市内の住家性鼠の寄生虫に就て調査する機曾を符， それら鼠の肝臓或ひは腸間膜から集めら

れた C.faeciolarisの Cystは 8,310・1閣を算した。その中約 2,500個体に就て精査した結果， 本虫の異常型

3例に遭遇した。本例中2例は Rudolpbiが C. pisiformis K於て護見したと同様の双頭型であって，そ

の中の 1例は更にラ側の吸盤を有する重複泉常型てるった。此の形は C.fasciolaris からは初めでの費見で

ある。 他の l例は H伊lの Cyst 中に3骨苛D虫体を有したもので， lfi聞の虫体を有することが原則でるる．

Cysticercus の如き糠虫の幼虫としては世界J'!X:・初の異常型で極めて珍奇な形と云へる。 蕊に著者は之等の

C. fasciolari H の児常型3例について報告しようと思う。

1. 第 1 例

1 i問。尾胞から裂した2倒の剖r?hila及び頭節を有する虫休で， f.114 etrobila の大さは 13.~mm

(1闘a）及び14.0mm(1闘b）でr前者・の片節は65個，後者は 63佃でるる。 尾胞の大さは 7.8×

7.0nunで略々国Jfbtc近い横｜宥闘形を示している (l届D., 各片節は正常で幅は長さに比し著し

く虞い（2岡〕。 If樹aの吸盤は4i闘で突出レ額鳴は短く， 361聞の大小2種の鈎が規則正しく交

互に 2列に配列し，大形の鈎は長さ 0.396mm，第1替曲の開きは0.208mm，第2毎曲の開きは

0.194mmで，後方の隔は0.035mmである。 ！］、鈎の全長ほ0.252mm，第1替曲の開きは0.12Umm,

第 2毎曲の開きは 0.14m!_Uで幅は0.208mmであった（5間〉． 而も之等大小各群に於ける鈎の大

さには特筆すべき餐異は見られなかった． .~ 

I闘bCD吸盤は5個で，吸盤の数に於て異常を呈している＠従来他の僚虫に於て見られている

吸盤の異常は6個を示したものが大部分であり， 5個の如く奇数を呈したものは珍しい0.之等

の吸盤は何れも突出して，本種の正常型に見られる形獄事と有し，大さも正常で・ある。額嚇の鈎

は大小 2 種が 2~ijtc並び，その数は前記ぶものと同様36個である．大形の鈎は全長 0.4lmm，第
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1湾曲。開きは0.217mm，第2録曲の開きは0.1“mmで，鈎後方の隔は0.046rum，最大幅0.057mm
でるった。小形の鈎は金長 0~260mm，第 1 轡曲。聞きは 0.1“mm，第 2脅曲の開きは 0.136mm,

後方の幅は0.029mmである．

以上。如古形態を有するが，之等は明かに Taenia属候虫の形態を示すものであり， Taeniα 

tαeniα'forni?.ciの幼虫 Oy.sf?'cercmfaun'ola1lイsの異常型であるととは明かである，

2. 第 2 例

本例は第1例と同様。異常形であるが， 1例の strobilaは他方のものに比し愛育悪く，休長

及び休幅はその~に過ぎない（9刷、尾胞は7.5 × 5.2mm，小形の strobila O閥的は長さ5.5mm,

幌Immを有し，他の strohi1a(9肘lb は11×1,8mmの大さを有している。前者は4伺の突出L

た吸盤を有L，額瞬の鈎は28f同で，同程度。休長を有する正常型に比較すれば額鳴の鈎の愛育

は著しく遮れている。而も鈎相互間にはかなり愛育に遅速が認められる，即ち8闘にその一部
を示したが， a,b, c, d及ぴeは将来明かに大）践の鈎となるべきものであり， dはそα後方部が

綿々延びつhあるもので、ある。正常の虫休の後育と額噴の鈎の後育との閥係は現在著者の観察

l，つ Lある底であつで，前記異常型に於ける額嚇の鈎の愛育は異常であるととが明かで‘ある。

f及びgの小鈎は将来その隔を増し， 多少轡曲を形成して4国或ひは 6闘に見る如き完全な小

鈎となるものである。将来大鈎となると見られる鈎の大さは全長0.25Umm～0.28mmで，将来・1.p

聞の突起となるぺき部と後端となるべき部位と心開きは0.09mm～0.14mmを示している．小鈎

は全長0.18mmを示し，大きな費異は認められないふ

額明白鈎は341同であるが， strobila の愛育に比しその

後育は僅かに怒れ，他の strohila(9樹めに於けると同程度の愛育を示した。将来大鈎となる

べき鈎は全長0,262mm，後方の隔は0.14mm前後で，小鈎は全長 0.194mm～0.223mm, 最大幅

0.03～0.05mm，後方の幅は0.086mmを示すもの或ひは，それより遥かに愛育の遅れた幅狭き形
のものが見られた。之等C鈎相互間の愛育にはか左りの遅速が認め，られるく10圃）。

以上の鈎C形態，吸盤P形態，共他の特徴は何れも O.fa sci ola？むの異常型であるととを明

白に示すものであってわ本例が第1例に比し休長（片節数、の割に額噴の愛育惑く，殊に第 1

例は同一尾胞から食した2i問。 strobila愛育は同程度で，何れも正常型に比し額燐の形猷，大

ち
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さ，配列，吸盤。形欣，大さ等tζ特記すぺき差異をと認められなかったに反L，第2例は同一尾

胞より澄した2伺の strobilaはその大さ rn－節数及び体制）に著しい差異が見られたにも拘ら
や額噴の愛育は同程度であった事質からすれば，第1例は斯る異常型にも拘ら守、雨脚obilaは

略JゼI長常のき菱育をたしたと・とが明かであり，第2例はその護育上にか友りの障害を受けたもの

と云へる。

3. 第 3 ＇初j

Cysticercusに属する糞虫は Echinococcus（包虫〉或ひは αe1l'l{r'USく共尾虫〉たどと異り，
1 1同D Cyst中には虫体1個を有するととが原則であるが，今回著者は 1頭のドプネズミの濃

厚感染例の肝臓から縛営多数の Cyst中に， 8例。l虫休を指す1伺の Cysもを後見した。との

Cystの犬さは6.0×6.0mmで、球形を星し，内部の虫休の中 11同は尾胞4.6×4:7mm, strobilaの長

mw 
ャ～
12 

-1相官．

さ6.2阻.m, 片節敷は48個で突出した4個の吸盤を’有し， 額噴の鈎ほ 12闘に示す如く完全な

Taenla. 型を示した。その長さは大鈎 0.42m~， 小鈎0.275mmであづたが，鈎の大部分は離脱し

ていた銭K，鈎D敷は不明であるー（121剖〉。然し鈎，吸盤の形態，額噛の形態等みらみて本虫が

C. Ja.<JCiolari.~ に属するものであるととは明かである＠

同一 Cyst中の他の 24聞は何れ、も後育初期のもので， 未だ吸盤或ひは額携の形成も認め・られ

すz，尾胞内tl:~色入 L， ーその大さは用者共 1.4 × 1.2mmであった。特にとの中の 1 個体は後育悪く，
頭部o形成も不完全であった。

文献

り Clapham,P. A. 1939. Some・・polyradiate species of Tania pisiformie and Dipylidiuru 

caninum, with a bibliography of the abnormalities occurring among Cestotes. J. Helm. 

17, 163. 

2) Cobbold, T. S. 1866. New species of human t~peworm. Trans. path.、soc.London，マ18,・438 -

3） ・ Co~bold, T. S. 1871. On a rare and remarkabie parasite from the collection of the Rev. 
W. Dallingen. Rep. British Ass. 40th meeting.【Claphamによる〕．

4) Delore, X. 1863. Cyeticercus acanthotries observe chez une jenue fille. Mem. Soc. sci. 

mt1d-:-Lyon, 2, 203，〔Claphamによる〕・

多） Dellfus, R. P. 1938. Sur uu ・ Cysticercu's fasciolaris Rudolphi teratologique 

( polycephale）・ Ann.Pax;asi t. Hum. et Comp.., 16, 133. 

6) 岩田正俊 1938. 7 ンYン裂頭能虫の異常片節・ 動雑， 19, 340. 
わ 古賀元晃 1938. 3倒の生殖器を有する大複殖内保虫の寄生例に就て・東京皆事誌， 3101.、
8) Leiper, R. T. 1913. A cysticercus with six suckers and two separate rostella. Vet. :r. 69，ラ2ラ．

6 



Vol. 18, Pt: 1-2 Trane. &lpporo Nat. Hist, Soc電 .July, 1945> 

9) Ra ill ict, A. 1932. Notices parasi tologiques I. Cysticercus pi siforrni百 a !! i玄 ventouacs.

Bull. Soc. Zool. Fr. 16, 110. 

10) Ra ill iet, A. IB99. Anomalies es scole.x: che写leCocnurus・ serialis. C.R. Soc. Biol. Paris, 

2nd. ser. I, 18. 

11) Rudolphi, C. A. 18.66. Entozoorum sive vermium intestinl¥tinalum historia natural is. 2, 

386 pp.〔Claphamによる〕

12) Weinland. D. F. : Bescbnibung zweier・ neuer Taenioiden au日 denMenscben. Notiz iiber 

die 'Bandwiimer der Indianer und Neger’s Beschreibung einer Monstrosit込tvon Tenia 

soJium. L. un Versuch einer Systematik er Taenien iiberhaupt. N0va. Acta. Leop. Carol. 

Jena~， 28, 24 pp. (Claphamによる〕．

13) 吉田貞雄 1908. 1葉虫片節D異常． 勤雑 48,4. 

J I 

Resume 

The present paper gives the description concerning abnormalities of C. Ja.Qci'o!ari.<1 oollec加d

from the house r叫sin Sapporo CiもY・
t、

( 1) In the first叫 rse,ft specimen has two ,strobilae on ・a bladder which are五respectively

13.9組 d14.0 mm. in length. There is nothing abnormal in白色 appearanceof th.e suckers e玄cep色

that one scolex has five suckers. The hooks町eof a typicnl form of Tnenin. 

く2) In出e前condcase, aゅ回imenhas nlso two s針。bilae,but the len民1tand breadth of 

' one strobila ・a.re almost n half ofぬeother one.. The size of both strohiln is 5.5×.1.0mm. nnd 

11×l.Smm. resp回：tively. Their hooks are easily recognizable蹴 Taeniahooks. 

(3) Jntbe third G倒e,one cyst has three specimem~ ， and the size of ij~e cy凶 is6.6 X 6.0mm. 

Among theseもhreespecimens, one is 6.雪山・ inlength, and the tail hlndder 4.G X 4~.7mm. in size. 

The other・ two sp~imens are in the earlieHtぉtageof Iarral development wiぬoutthe sucker and 

hooks, and their scolices日etin the bladder. 'rheir bladders町eof similar丙izebeing 1.4×l.2mm. 

This is the first report in Cysficercus. 
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